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研究要旨 

 クッシング病および ACTH 分泌低下症の診断基準の問題点を明らかにしたうえで改定案を作成し、日本内分泌学

会に提出した。 

 

 

A. 研究目的 

現在用いられている平成 24 年度作成のクッシング病

および ACTH 分泌低下症の診断基準を見直し、その

後に得られた知見や関連疾患との整合性について検

討する。 

 

B. 研究方法 

現行のクッシング病および ACTH 分泌低下症の診断

基準を再検討する。各基準の１．主要項目における主

症候、検査所見（スクリーニング検査・確定検査を含

む）の内容につき、追記や表現について要検討な項

目について、抽出を行った。 

 

C. 研究結果 

現行診断基準中の要検討箇所について列挙する。 

 

クッシング病診断基準 

（１） 主症候のうち発育遅延については、発育全般

を指すわけではないので適切ではない。 

（２） サブクリニカルクッシング病の説明をクッシン

グ病に含める。 

（３） 欧米で施行されている診断基準についても一

部照会が必要である。 

（４） デスモプレシン静注製剤は、検査薬として保

険適用となっていないため、説明書きが必要

である。 

（５） 画像検査について、微小下垂体腺腫を検出

するための記載が必要である。 

（６） 現在では、下錐体静脈洞サンプリング以外に

海綿静脈洞サンプリングが施行されている場

合もあり、記載が必要である。 

（７） 治療法として、パシレオチド LAR が保険適用

となったため記載する。 

 

ACTH 分泌低下症診断基準 

(1) 機能検査において、ACTH試験に 2 種類あるため、
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間違いないように記載が必要である。 

(2) 副腎皮質機能低下症の診断基準との整合性につ

いて検討が必要である。 

(3) 近年、ACTH 低下症の原因として、免疫チェック

ポイント阻害薬が注目されており、記載が必要で

ある。 

(4) 治療法を、具体的に記載する必要がある。 

 

D. 考案 

指摘列挙した項目は、近年の関連疾患の診断基準や

近年の新しい知見に照らし合わせて、改訂が必要な

項目と考え、修正を行った。 

 

E. 結論 

これまでのクッシング病および ACTH 分泌低下症の診

断基準を、前回改訂後得られた成果やエビデンスを

加えて、多くの医療者に理解しやすく改訂する必要が

ある。 

 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当なし 
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